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1. 序論 

本報では本会前報に続き、レーザー誘起ブレークダウン分光法（LIBS）を用いたホウ化ジルコニウム

の簡便かつ迅速な表面硬度測定への適用検討として、組成の異なる試料の測定を行い、その測定特性を

調査した結果を報告する。 

 

2. 方法 

組成比の異なるホウ化ジルコニウム含有試料を測定対象とするため、かつ所望の組成比となるような

試料を複数種用意するため、既報[1]に示した「試料 1」アーク溶解により精密な組成比制御により作製

した試料に加え、「試料 2」Zr, B, Feを含む構造物を組成比は制御せずプラズマ溶解し作製[2], [3]した

試料を用いた。これらから複数の試料を準備し、LIBS によるホウ素/ジルコニウム比（B/Zr）の測定と

併せて、各々、微小ビッカース硬さ試験機により硬度測定した。「試料 2」に関しては予め LA-ICP-MSと

EPMA により定量分析を行い、既知の組成比となった部位を選定し局所的な測定を行った。なお、「試料

2」に関しては微量な酸素が共存した雰囲気条件で作製されており、硬度の酸素による影響も考えられ

た事から、B/Zrに加えて酸素 Oも考慮し B/O/Zrによる整理を行った。 

 

3. 結果と考察 

LIBS測定値（組成比）と硬度の関係をプロットした結

果を Fig.１に示す。「試料 1」（Fig.1 中×）および「試

料 2」（Fig.1中■、▲）ともに正の相関が得られたが、

「試料 2」のビッカース硬さ 10 GPa未満では試料により

傾向が異なり、一定の相関は得られなかった。これらの

違いは Zrの結合相状態（金属、酸化物、ホウ化物）の違

いが影響していると考えられる。今回得られた測定結果

からホウ化ジルコニウム表面硬度測定への LIBS 適用性

が示唆されたが、今後は酸化物や他の金属元素を含有す

る場合の測定特性も評価し、本手法の適用性検討を進め

る。 
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